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研究成果の概要（和文）：2018年に韓国、2019年にシンガポールにて、日本アニメの吹き替えに従事した声優、
現地コンテンツ産業関係者、ファンにインタビュー調査を行った。2020年以降のコロナ禍では、台湾の研究者と
オンラインで情報交換を行い、2021年3月にオンライン国際会議「アニメ研究を切り開く声とアーカイブ」のラ
ウンドテーブルで、討論を行った。アニメの声の現地化は、輸出先の政治的・社会的・メディア的文脈を直接反
映するものであることが明らかになると同時に、日本国内におけるアニメ研究の盲点であることが判明した。研
究成果の一部として、2022年に研究代表者・分担者は編著『グローバル・アニメ論』を刊行した。

研究成果の概要（英文）：In 2018, in South Korea, and in 2019, in Singapore, we conducted interview 
surveys with voice actors engaged in dubbing Japanese anime, people involved in the local anime 
industry, and anime fans. During the pandemic from 2020 onwards, we exchanged information online 
with Taiwanese researchers, and in March 2021, we held a roundtable discussion at the online 
international conference "Beyond Theorizing Anime: Voices and Archiving." It became clear that the 
localization of anime voices directly reflects export-oriented, social, and media contexts, and at 
the same time, it was found to be a blind spot in anime research in Japan. As part of the above 
results, in 2022, the principal investigator and co-investigator published the edited book "Global 
Anime Theory".

研究分野：アニメーション研究

キーワード： アニメ　声　現地化　声優　吹き替え　字幕　ファン

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
アニメがグローバルな娯楽として楽しまれていることは、周知の事実である。しかし、海外で実際どのようにア
ニメは受容されているのか。本研究は、日本国内の視聴者向けに制作されるがために、日本語で演じられるキャ
ラクターの声が、いかに現地化されているのかに注目し、アニメのグローバルな受容の一端を明らかにした。ア
ニメが大人も楽しむメディアとして日本社会に定着した90年代に、輸出先の東アジア・東南アジアでは、それぞ
れの言語事情や、日本アニメ産業とのかかわり方の違いによって声優産業の規模も異なっていたことが判明し、
従来の国内研究では注目されない声の現地化の多様性を明らかにできた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

 

１．研究開始当初の背景 

アニメ(日本製の商業アニメーション)が国外へと輸出されるとき、その音声は現地化されるこ

とになる。ただし全ての場合において、現地語に吹替えられるのではなく、字幕が付けられるこ

ともある。吹替か字幕かという選択は、技術的・経済的問題に留まらず、他者の受容という複雑

な文化的事象に直結している。本研究は、アニメの受容状況が異なる韓国・シンガポール・台湾

を対象とし、輸出時に顕在化する「音声の現地化」を、現地の配給メディアによる選択と、視聴

者による声優の声の受容の両面から分析する。調査対象となる時代は日本においてアニメが若

者文化の一翼を占め、声優のスター化が進み、若者向けの作品が国外に輸出された 1990年代で

ある。本研究は、調査地各地のアニメ研究者と協力し、「音声の現地化」について各地のアニメ

輸入関連業界及び視聴者への聞き取り調査を行い、声優の声がいかに視聴者に働きかけ、また視

聴者がいかにそれを受容しているのかを、メディア環境構成要素から明らかにすることで、アニ

メ受容の多様性と多層性を捉えることを目指した。  

 

２．研究の目的 

本研究の目的とその独自性は以下の 2点に集約される。 

１）アニメ輸出おける聴覚面の再考 

従来、アニメ研究は視覚面の分析に偏り、アニメの海外輸出とその受容に関しても、その視覚的

側面が重視されてきた。結果、アニメの輸出において音声の現地化は必要不可欠な工程であるに

もかかわらず、従来考察の対象とはなってこなかった。本研究はアニメ研究における無関心を補

うべく、現地化における聴覚的側面、とりわけキャラクターの配役に再度光を当てた。  

２）キャラクター/声優の声の受容というミクロなレベルに立脚したアニメ輸出の分析  

本研究が調査対象とする韓国、台湾、そしてシンガポールは、いずれも日本の近接地域に位置し

ながらも、日本との政治的・社会的・経済的交渉はそれぞれに異なっている。これらの要素はア

ニメ輸出と深く結びついているのではないか。本研究は、視聴者がキャラクター/声優の声と取

り持つ関係が、巨視的なレベルからの分析だけでは掬いきれない複雑な文化現象であることに

注目した。 

本研究は日本国内で大きな成功を収め、かつ韓国・台湾・シンガポールにおいて青年層のファ

ンの間で高い人気を博している『新世紀エヴァンゲリオン』（1995-96）を主たる分析対象とし

た。同作は韓国において最初に字幕付きで放送されたアニメ(韓国における初公開は 1996 年の

吹替版ビデオの販売であり、2004 年にケーブルテレビ AniOneで字幕版が放映された)であり、 

青年層のアニメファンの原語への欲求を喚起した作品である。同作に関する各地の「音声の現地

化」を、視聴者層(年齢、性別、趣向)、メディア環境(地上波テレビ、ケーブルテレビ、衛星放送、

インターネット、ビデオ、DVD、BD)、各地のショービジネスにおける声優の位置づけと、その

活動範囲、音声の現地化に関するアメリカ製アニメーションとアニメの比較、アニメーション産

業の成熟度といった観点から分析し、ミクロなレベルに立脚してアニメ輸出とその受容を分析

した。  

 

３．研究の方法 

1990年代以降アニメが日本とは異なる政治的・社会的・文化的・メディア的環境(韓国・台湾・

シンガポール)へと移される時の吹替と字幕の選択理由と、各地における声優の声の受容を併せ



て分析しながら、いまだに明らかにされていないアニメにおける音声の現地化が、いかなる力学

の下で実践されているのかを明らかにするために、以下の 5項目を調査の重点項目に設定した。  

(1)視聴者層(年齢、性別、趣向)と吹替・字幕との関連  

(2)媒体(地上波テレビ、ケーブルテレビ、衛星放送、インターネット、ビデオ、DVD、BD)と

吹替・字幕の選択の関連 

(3)ショービジネスにおける声優の位置づけとその活動範囲 

(4)アメリカ製アニメーション(ディズニーおよびピクサー)における音声の現地化とアニメに

おける音声の現地化の比較 

(5)各地のアニメーション産業の成熟度  

 

これらの項目、さらには各項目間の相関関係を、韓国・シンガポールにおいて現地調査した。

調査結果の詳細は以下である。 

 

2018 年度：研究代表者石田美紀（新潟大学：視聴覚文化論、声優研究）と研究分担者 Kim Joon 

Yang(新潟大学：アニメーション研究・メディア理論)は、ソウルにおいて、韓国語版『新世紀

エヴァンゲリオン』において主人公碇シンジ役を演じた声優アン・ギョンジン氏と、加持リョ

ウジ役を演じた声優キム・ファンジン氏にインタビューし、韓国における吹替制作版の環境と

韓国の声優界を調査した。また、日本のアニメ・マンガ研究者であり、韓国語翻訳者である宣

政佑氏に韓国における声優ファンについてインタビュー調査をおこなった。韓国での調査の

後、日本においてマンガ・ゲーム産業に従事する韓国人の声優ファンにインタビューし、『新

世紀エヴァンゲリオン』日本・韓国版における声の演技を彼らがいかに捉えていたのかを調査

を行い、90年代半ばの日韓におけるアニメの文化的・社会的立場の違いを明らかにした。 

 

2019 年度：シンガポールにて、日本マンガの輸入ライセンスビジネス従事者、現地のアニメー

ション制作会社経営者、マンガ・アニメ研究者にインタビュー調査を行い、『新世紀エヴァン

ゲリオン』の視聴経験について調査した。モノリンガルの韓国とは異なり、マルチリンガルか

つ英語が主流公用語であるシンガポールにおける音声の現地化では、英語字幕が主である。し

かし、『新世紀エヴァンゲリオン』は英語字幕版だけでなく、中国語吹替版が台湾・香港経由

でシンガポールに輸入され、中国系シンガポール人共同体のなかで幅広く流通していた。吹替

か字幕かという音声の現地化の選択は、現地の言語状況と深く関わっていること、それと同時

に視聴者が属する言語共同体には吹替版も流通しているという二重状況があることが判明し

た。 

 

2020 年度：研究計画立案時においては、台湾における現地調査を予定していたが、2020 年初頭

からのコロナ禍のため、実行不可能となった。その代替方法として、オンラインを活用したイ

ンタビュー調査を台湾の蔡錦佳氏(台湾アニメーション史、日台マンガ交渉研究)に行った。2021 年

3 月 6 日にはオンラインにて国際会議「アニメ研究を切り開く 声とアーカイブ Beyond 

Theorizing Anime: Voices and Archiving」を開催し、同会議の一部である「ラウンドテーブル 

声」において、蔡氏と宣氏が台湾および韓国におけるアニメの音声の現地化について報告を行い、

石田とともに議論を行った。 

 

４．研究成果 



各年度成果は以下である。 

2020年度 

研究代表者石田と研究分担者 Kimは 2018年度・2019年度に実施した韓国とシンガポールにお

ける声とその現地化の調査を踏まえ、以下の発表をおこなった。 

単著刊行：石田美紀『アニメと声優のメディア史 なぜ女性が少年を演じるのか』（青弓社、2020

年） 

国際会議「アニメ研究を切り開く：声とアーカイブ Beyond Theorizing Anime: Voices and 

Archiving」開催と、同会議ラウンドテーブル「声」における石田美紀「音声の現地化から考察

する 90年代アニメの 東・東南アジアにおける受容」の発表（2021年 3月 6日）。  

2021年度 

論文：Minori Ishida〝Voice Actress Rising: The Multilayered Stardom of Megumi Ogata in 

the 1990s”, Anime Studies：Media-Specific Approaches to Neon Genesis Evangelion

（Stockholm University Press,2021） 

学会における発表：石田美紀「オープニング・エンディングから考えるリミテッド・アニメーシ

ョンにおける音と映像の関係」シンポジウム「オーディオヴィジュアルの歴史における「アニソ

ン（1960/1990）」：テレビまんが・音盤・ノスタルジー」（表象文化論学会、2021年 7月 3日）。 

2022年度： 

共編著刊行：2021年 3月に開催した国際会議「アニメ研究を切り開く：声とアーカイブ Beyond 

Theorizing Anime: Voices and Archiving」における発表・討論を編集し、石田美紀・キム・ジ

ュニアン編著『グローバル・アニメ論 身体/アーカイブ/トランスナショナル』（青弓社、2022

年）を刊行した。 

 

 

 

 

 



５．主な発表論文等

〔雑誌論文〕　計2件（うち査読付論文　1件／うち国際共著　1件／うちオープンアクセス　1件）

2020年
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 ５．総ページ数
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